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問い合せ：茨木オークライオンズクラブ　TEL072-626-1431（10:00～17：00 月～金）

主催：茨木オークライオンズクラブ／BBJF実行委員会
協力：茨木フェスティバル協会

会場では東北支援募金活動･BBJF 事業資金募金活動実施。 ご
協力
お願い
します

。

Cabaret
9バンドが繰り広げる魅惑のスイング、
誘惑のラテン、妖惑のポップスのjazzアレンジから
蠱惑のジャズロックまで
幅広い年代が楽しめるBIGBANDの祭典
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入場料 499円

茨木市クリエイトセンター
センターホール

開場12:30／開演13:00／終演20:20

2019

7.27
※当日受付、再入場可

■バンドメンバー 
Trumpet：池上弘倫／岩本敦／福富奏人／内山由美
Trombone：橋本浩志／藤井雄太／的場治市朗／島淳
Saxophone：清川英峰／吉田碩／照井規夫／宮崎直子／安藤芳郎
Piano：石原康成　Guitar：北村明紀
Bass：阪口典右　Drums：藤田洋  

■演奏曲 
Dolpin Dance
End in Sight  等

Bluesin’ Jazz Orchestra
ブルージンジャズオーケストラ

豊中市を練習拠点に活動を続け34年になります。茨木オークライオンズクラ
ブ様主催の当フェスティバルにも、第1回目より続けて参加させていただいて
おります。
メンバーの転勤等苦難もありますが、本物のBigband Jazzの楽しさに老若
男女が集っています。

■バンドメンバー 
バンドリーダー Ts：市川肇
Tp：井原英有／絹原 一寛／城崎潔／外池誠基／山本博史
Tb：織田文晃／川北康雄／清原佐知子／西村重徳　As：佐藤直之／細井理恵
Ts/Cl：隅倉麻子　Bs：家垣吉孝　B：大澤善樹　Ds：市橋隆／石橋裕基
P：中島久美　Vo：宇根崎緑／武田雅宏  

New Wave Academy Jazz Orchestra
ニューウェイブアカデミージャズオーケストラ

大阪大学のOBで構成されているバンドで、20代から70代までの幅広い年代のメン
バーで活動しています。結成7年目、九州ツアーを行うなど年々活動の幅を広げてい
ますが、今年はリーダーの市川肇が第12回なにわジャズ大賞を受賞、メンバ一同大
変喜んでおります。本日はリーダーのソロに加え、昨年男性ジャズボーカルコンテス
トで優勝した武田雅宏と、３枚目のCDをリリースした宇根崎緑の、二人のボーカルナ
ンバーにもご注目ください。

■バンドメンバー 
Tsax：守本富夫／会澤晶／岡本貴裕
Asax：金山俊夫／和田孝志　Bsax：土井信一
Tb：島村雄一／都築千明／小林敏昭　MC/BTb：原可奈子
Tp：島本真嗣／小丸友我／橋本剛／小林聡子　Dr：酒井桃花　WBass：山藤宗城　
Pf：剱持昌子　ボーカル：Maki　Gt：梶利文　EBass：中山智秀  

メイプルサウンズジャズオーケストラ
北摂箕面を拠点に平成7年に産声を上げてから早24年。 バンドマスター守本富夫と
愉快な仲間たちの心は常に少年少女。毎週笑ったり泣いたり喧嘩したり文句いった
り褒めあったりしながら汗かきベソかき練習しています。
20代も妙齢も還暦も古希も男女を問わず入り乱れ、楽器歴も１桁から半世紀まで幅
広く、仕事も学歴もみんなバラバラの摩訶不思議な音楽オタク集団。彼らに共通し
ているのは唯一つ。音楽が “三度の飯の………次に大好き” ということ。
懐かしい曲から知らない曲まで爆音にメイプル風味を加え、大迫力のステージに仕
上げてお届けいたします。 

坂晃とハバネロジャズオーケストラ
トランペット奏者坂晃率いる2007年結成の大学生、社会人混在ビッグバン
ド。「やりたい事がすっきりわかりやすく演奏できるバンド」、「楽しく小気味よ
いスイングをするバンド」、「エネルギッシュで誇り高い演奏をするバンド」を目
指し日々活動中です。
主に京都市内のライブハウスでワンマンライブを行う他、依頼演奏などで地
域のイベントにも参加しています。



出演者紹介 INTRODUCTION

周りのお客様のご迷惑となりますので、携帯電話はマナーモードに設定してください。
会場内でのフラッシュを使った撮影は禁止しています。
※演奏時間及び出演者、曲目は予告なく変更される場合があります。

ご挨拶

プログラム PROGRAM

茨木オークライオンズクラブ
BBJF実行委員会

GREETING

主催

　本日は「ビッグバンドジャズフェスタin茨木｣にお越し下さいましてあ
りがとうございます。
　茨木オークLC30周年記念事業として開催から第9回を数えること
になりました。
　第９回目は個性豊かな９バンドによる共演となりました。テーマは
「キャバレー」、人によってイメージは違うと思いますが、それぞれ
のバンドがテーマにふさわしいイメージで華やかに演奏していただき
ます。
　茨木フェスティバルの暑い夏に、さらに熱く魅惑のスイング、誘惑の
ラテン、妖惑のポップスのjazzアレンジから蠱惑のジャズロックまでさ
まざまな年代の方々に楽しんでいただけるビッグバンドによるビッグ
バンドでなければできない、ビッグバンドの祭典をお贈りいたします。
また、茨木オークライオンズの継続事業である東日本震災復興事業へ
の支援募金も同時におこなっておりますのでご協力いただけましたら
幸いです。
　真夏の一日をビッグバンドでお楽しみ下さい。
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■バンドメンバー 
バンドリーダー：澤崎至
Sax：佐藤直之／浜脇智子／前田美佳／東滝純子／小野彰
Tb：上野和記／山一／富士こころ／大河内剛史
Tp：安田亘毅／三谷如也／兼井義久／原太一郎
Rhythm：長田Yuu／青木文尚／土岐和也／澤崎至　Vocal：松岡美穂        

■バンドメンバー 
TP：高橋是友／吉田昇／金原誠／原利宏
TB：堀田茂樹／仲良夫／田中典子／仲村学
SAX：杉上光廣／大野孝幸／四方田多真美／長塚利幸／小林美幸／今井しおり
G：梶利文　B：中島茂　D：岡部治
P：西田直美　VO：麻生優佳  

Blue Dog Jazz Orchestra
ブルードッグジャズオーケストラ

2013年に結成し、今年で丸6年を迎える
Blue Dog Jazz Orchestraです。
ジャズを中心に幅広いジャンルの曲を演奏し、活動
の場を広げて参りました。茨木JAZZへの参加は、
初参加となりメンバー一同楽しみにしておりました。
音楽と仲間とお客様の笑顔が大好きな私たちの演
奏を、どうぞお楽しみください。

URBAN NOTES Big Band
アーバンノーツビッグバンド

“URBAN NOTES Big Band”は、2013（平成25）年8月4日大阪市に結成。“楽しい
仲間”が集い“良いサウンド”で“多彩な活動”をするバンドをめざしています。
今回は、Basieを始め、ウエストコーストサウンドなど試され済みの楽曲・アレンジを、
ボーカルも交え演奏します。“ジャズって心ときめくね”皆様にそんなメッセージがお
届けできれば、こんな嬉しいことはありません。Now, Let's Enjoy Big Band！！  

2008年に結成、昨年10周年を迎えたばかりの益々若さ溢れるビッグバンド
「JACKとまごの気バンド」です。
メンバーの大半は、学校を卒業後も、吹奏楽コンクール「全国優勝」という夢をもって市
民楽団で活動を共にした
仲間であり、40年ぶりの
再会がバンド結成の起点
となりました。
月2回の練習と6月の長
野県白樺湖での夏季合宿
と現地ライブ、12月のク
リスマスライブをメイン
に、地域イベントでの演奏
や施設訪問など多くの
方々から親しまれるバンド
を目指して活動しており
ます。   

13:00  Blue Dog Jazz Orchestra
13:50  Jackとまごの気Band
14:40  URBAN NOTES Big Band
15:30  Mid-Sounds Jazz Orchestra
16:20  The Good Time Jazz Orchestra
17:10  Bluesin’ Jazz Orchestra
18:00  坂晃とハバネロジャズオーケストラ
18:50  メイプルサウンズジャズオーケストラ
19:40  New Wave Academy Jazz Orchestra

Jackとまごの気Band

Mid-Sounds Jazz Orchestra
ミッドサウンズジャズ・オーケストラ

平成４年にジャズが大好きな者が集まってできたBIGBANDです。バンド名に
あるミッドとは、中年（？）の意味も含んでいますが年齢・性別を問わずジャズ
が好きで、BIGBANDを楽しみたい社会人で構成されています。
年１回程度のライブハウスでの単独ライブや、地域のジャズフェスティバルへ
の参加、依頼演奏などを行っています。

The Good Time Jazz Orchestra
ザ・グッドタイムジャズオーケストラ

2012年に結成したベイシーナンバー専門バンド。第3回のステージ以来毎
年出させて貰っているが、それぞれが様々な経験を経て今年もこの舞台に臨
めることをとても楽しみにしている。
そして今年、"Good Time meets Jasmine" として新たな一面をお届けでき
ることも。


